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h ome  s t a y  h ome 短期賃貸物件として「ゲストハウス」を組み込む。通り土間を介して異なる立場の人が関わりを持ち、周辺地域の人々をも巻き込んだ「ひと」と「資本」の循環が生まれはじめる。

衰退する地方都市におけるショートステイの可能性01. 背景 集合住宅＋ゲストハウスが地方都市に「ひと」と「資本」の循環をつくりだす02. 提案 木造建築物の補強と空間構成を担保する壁の挿入03. 構法
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多層的空間をつくりだすCUBEの挿入

CUBEを挿入する 面に分解する 壁の位置を操作する 高さに変化をつける

URBAN STOCK STRUCTURE

築年数を重ねた建築物を補強すると同時に、あたらしい役割を担う空間を構成する

PLAN 1/150「シェルター方式」
・単に増やすことは不可能

・ショートステイの可能性 INCREASE INCREASESHOTAGE
人口減による都市ストック 国外から訪れる観光客数 観光客用宿泊施設数

縮小社会の中で減少する住宅需要と、増加する観光需要

ゲストハウスを短期賃貸物件として捉え直す

プログラムの境界を溶け合わせることで、独立しつつも、関係をもつ空間を「ズレ」
の操作によって創り出す。壁を挿入するだけの単純な構法によって、工期とコストを
抑え、汎用性のある設計手法とする。
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日本における観光客数推移 空き家率推移

ゲストハウス
 for  観光客

周辺地域

通り土間
管理・提供

助け・見守り
対価

管理

コミュニケーション

NEW!!!

++ 老夫婦の
終の住処

集合住宅
（２世帯）

雇用 見守り
高齢者

地域
活性

日本の空き家は人口減少によって年々増加していく。人口の絶対数が減る
ため、ただ人口を呼び戻そうとしても限界があるのではないか。そこで、居
住人口ではなく、短期人口を受け入れる為の施設をつくる。日本は観光立

の生活を体験し、ひとと関わることが観光資源として魅力あるものとなっ
ている。空き家にショートステイを受け入れることで可能性を開かせる。

老夫婦の終の住処と集合住宅の条件に、短期賃貸物件として「ゲストハウス」をプログラムに組み込む。この３つのプ
ログラムは通り土間を介して関わりを持つ。老夫婦が集合住宅を管理することで、集合住宅の住民がこの老夫婦を見
守る関係を築くことが出来る。また、ゲストハウスを運営するにあたり、対価が支払われ、この地域に雇用が生まれる。
ここで宿泊した人が地域にでていくことで、まちにも「ひと」と「資本」の循環が生まれはじめる。

提案建築関係図
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room 02 room 01 share / guest house owner

study room

壁で囲まれた書斎は土間と寝室から出入

て開口とし、採光・通風を確保する。

bed room
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bed room bed room

loft loft ２f

guest room

guest room

living dining living dining

wash
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doma
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kitchen
share kitchen

kitchen
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bath wash
wash
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南面には通り土間を配置し、建物全体にひとつ
の動線をつくり、大家・住民・ショートステイ
利用者の間につながりを生む。

上部吹き抜け

２部屋のゲストルームは分割、一体化しても利用
できる。吹き抜けを介して上下の関係性を生む。

水回りコアを集めることで工期の容易さに考慮
する。キッチンから洗面所への動線も確保する。

水回りコアを集めることで工期の容易さに考慮
する。キッチンから洗面所への動線も確保する。

上部吹き抜け

上部吹き抜け


